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○ JAXA・ISASが指摘する課題（第18回会合（H30/5/16）資料１より抜粋）

① 「日本の宇宙科学が、世界のベンチマークのもとで、全体としてどこに向かおうとしているのか？」について、
宇宙科学コミュニティ自ら長期的なロードマップを持てず、関係者や国民が、日本の宇宙科学の将来に
ついての描像を共有できない懸念のあること

② これまで実現してきたミッションは選定時点での最適解であったものの、ミッションの相互連関に乏しく、開
発のための資金や体制等の分散を招く懸念があること

③ ミッションの高度化・大型化に対応して、長期にわたる戦略的な技術開発がますます必要となっているが、
それが行いにくいこと

④ ほとんどのミッションが国際協力により実現されている状況で、ボトムアップのプロセスだけでは国際協力の
機動性確保がしにくくなっていること

○上記課題へのJAXA・ISASとしての対応案（第18回会合資料１より抜粋）

「ボトムアップによるミッション立案を基本としつつも、技術とサイエンス両面におけるプログラム化
による戦略的なミッション実施が必要であると判断し、宇宙基本計画の工程表の「宇宙科学・探査」
の考え方とも整合した今後20年程度の宇宙科学の『次期中長期計画をめぐる戦略的シナリオ』を策

定し、宇宙科学分野におけるプログラムの全体像や目的の明確化を図り、宇宙探査を総合的かつ
戦略的に進めていきたい。」

宇宙科学・探査小委員会としてこの取組の実効性の確保方策を検討

１．宇宙科学・探査の課題



Ⅲ．今後の宇宙科学・探査プロジェクトの推進方策

2000年代前半までの
典型的な科学衛星ミッション
Ｍ−Ｖロケットによる打ち上げ

多様な小規模プロジェクト群（１０億/年程度）
海外ミッションへのジュニアパートナとしての参加、海外
も含めた衛星・小型ロケット・気球など飛翔機会への参
加、小型飛翔機会の創出、 ISSを利用した科学研究など、
多様な機会を最大に活用し成果創出を最大化する。

戦略的に実施する中型計画（３００億程度）
世界第一級の成果創出を目指し、各分野のフラッグ
シップ的なミッションを日本がリーダとして実施する。
多様な形態の国際協力を前提。

公募型小型計画（１００−１５０億規模）
高頻度な成果創出を目指し、機動的かつ挑戦的に実施
する小型ミッション。地球周回/深宇宙ミッションを機動的

に実施。現行小型衛星計画から得られた経験等を活か
し、衛星・探査機の高度化による軽量高機能化に取り組
む。等価な規模の多様なプロジェクトも含む。

宇宙科学における宇宙理工学各分野の今後のプロジェクト実行の戦略に基づき、厳しい
リソース制約の中、従来目指してきた大型化の実現よりも、中型以下の規模をメインスト
リームとし、中型（Ｈ２クラスで打ち上げを想定）、小型（イプシロンで打ち上げを想定）、お
よび多様な小規模プロジェクトの３クラスのカテゴリーに分けて実施する。
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宇宙政策委員会宇宙科学・探査部会第７回会合（H25/9/19）
資料１「宇宙科学・探査ロードマップについて」より抜粋
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戦略的
中型計画

公募型
小型計画

多様な
小規模計

画

XARM MMX
LiteBIRD
（検討中）

Trojan SPS（検討中）

OR

SPICA （検討中）Bepi Colombo

SLIM Destiny+

打上予定

JUICE
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公募

公募

打上予
定

打上予
定

打上予
定

水星探査計画／
水星磁気圏探査機

X線天文衛星代替機 火星衛星サンプル
リターン計画

宇宙マイクロ波背
景放射偏光観測衛
星

次期赤外線天文衛
星

小型月着陸実証機 深宇宙探査技術実
証ミッション

木星氷衛星
探査計画

ソーラー電力セイル探査機によ
る外惑星領域探査の実証

１．５ ISAS/JAXA 宇宙科学・探査プログラム

CAESAR
彗星サンプル
リターン計画

【参考】第18回会合資料１より抜粋



（１）これまでの小委員会における議論

【宇宙科学・探査プロジェクト（ミッション）の継続的（“途切れない”）な実施の確保】

○プロジェクト選定における改善

科学的な意義付けに加え、政策的な意義付けを付加
プロジェクト候補の“タマ磨き”とフロントローディング強化

○「プログラム化」による長期戦略に基づくプロジェクトの実施

【無人（科学）探査と国際有人宇宙探査との連携】

国際宇宙探査における我が国の宇宙探査の位置づけの明確化

特に、月・火星探査におけるSLIM、MMXの位置づけ

4

２．宇宙科学・探査小委員会における検討の進め方

（２）今後の検討事項

○フロントローディングの強化

フロントローディング内容の検討
工程表と直結したプロジェクト選定の仕組みの検討（現在のISASの良さを失くさないことに留意）

○プログラム化の検討

プログラム化の内容、対象等
（今後○年間の我が国の宇宙科学・探査の目的の設定、その達成に必要なミッションの抽出等）

○国際宇宙探査における我が国（特にISAS）の宇宙探査の在り方



３．フロントローディングの強化について（論点）
－“フロントローディングとは何か”－

・工程表に整合したプロジェクト選定と“ISASの良さ”との両立
 フロントローディングの実施段階
 フロントローディングの内容

 フロントローディングの実施体制
 フロントローディングの対象

理工委員会での
ボトムアップによ
るミッション創出

個別ミッションの
立ち上げ

Before（前中長期まで）

理工委員会の結論を
尊重

ベストエフォート選考

理工合同委員会でのボトム
アップによるミッション創出

ＪＡＸＡのイニシア
チブ（含、国際連

携）によるミッション
創出

宇宙基本計画工程表に整合した
個別ミッション立上げ

宇宙科学ロードマップの改定提案

プログラム化の推進
（長期的な視点での取組が必要な宇宙
探査等について、ミッション創出と技術

開発を両輪として進める）

宇宙科学における
ＪＡＸＡの機能強化

After（次期中長期）

「コミュニティからの目標・戦略・工程
表から宇宙科学の実行戦略へ」

相互
作用

提案の強化 output

ＪＡＸAの調整機能
（含国際調整）

国際宇宙探査
等の政策課題
への対応

萌芽段階成立性評価
や実行計画具体化

JAXA宇宙科学の
グランドピクチャ
作成・維持・更新

科学ミッション立案の仕組み改革

選考機会ごとに、状況に応
じた最適選考を実施してき
たが、統一的な全体像が
共有されていなかったため、
局所最適の可能性がある。

技術開発戦略（技術ロードマップ）
の設定と実施

JAXAでBlush Up

5

プロジェクト創出と立ち上げ
（フロントローディング）強化【参考】第18回会合（H30.5.16）資料１を一部加工

政策的課題
への対応

宇宙政策委員会からの要請



稼働中のCDF機能

【初期検討充実の海外事例】

NASAとESAでは初期検討に

特化した機能・活動が稼働中

プロジェクト創出と立ち上げ強化

【新設】ミッション探求フェーズ

アイデア
創出プロセス

アイデア実現
加速プロセス

Pre‐phaseA1a
WG活動

WGから所内準備

チームへの移行に
向けた活動(A1b)

理工学委員会
選定審査

ミッション定義
段階開始審査

【新設】ミッション定義フェーズ
（プリプロジェクト候補）

所内準備チーム活動

Pre‐phaseA2

A2a A2b

確
認
会

M
DR

プロジェクト準備
フェーズ

プリプロジェクト
チーム活動

プロジェクト
準備審査

プロジェクト実行
フェース

プロジェクトチーム
活動

プロジェクト
移行審査

価値あるミッションの創出

従来は、ＭＤＲまでをＷＧ活動としてきたが、新たな仕組みでは、理工学委員会とＪＡＸＡ
とでフェーズを細分化し、各種のゲートを設定し、通過した案件に対して、順次、必要な
リソースを投入することで支援を強化。

フロント
ローディング
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【参考】第18回会合（H30.5.16）資料１より抜粋



４．プログラム化について（論点）

 プログラム化の内容
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太陽系探査科学分野については、効果的・効率的に活動を行える無人探査をボトムアップの議論に基づくだ
けでなく、プログラム化も行いつつ進める。プログラム化においては、月や火星等を含む重力天体への無人機
の着陸及び探査活動を目標として、特に長期的な取組が必要であることから、必要な人材の育成に考慮しつ
つ、学術的大局的観点から計画的に取り組む。

宇宙基本計画（平成28年4月1日）より

★月の本格的な利用月南極探査等（2020年代前半～）

火星衛星サンプルリターン計画

（MMX： 2024年度）

©JAXA
小型月着陸実証機

（SLIM）
（2020年度）

©JAXA

©JAXA• 月の利用可能性調査（水氷等）
• 月の科学探査

• 長期にわたる月の科学探査
• 火星探査を目指した宇宙技術実証
• 多種多様な主体による月面活動

かぐや

★本格的火星探査

• 火星の利用可能性調査

• 長期にわたる火星の科学
探査

火星

月

ピンポイント
着陸技術

©JAXA ©JAXA

ピンポイント
着陸技術

重力天体
表面探査技術

★初期火星探査

• 火星の生命探査
• 火星の科学探査

長期にわたる
科学探査

【プログラム化の考え方の一例】：重力天体探査戦略と SLIM / MMXの位置づけ（第18回会合（H30.5.16）資料１より抜粋）
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 プログラム化の対象

・宇宙基本計画のとおり「太陽系探査科学分野」（特に惑星科学）に絞ることで良いか？

 プログラム化に当たっての考慮事項

・科学的意義に加え、政策的な意義付けとしてどのような観点を考慮すべきか？

（例）

我が国として確保すべき探査技術

探査技術の世界に対する優位性の期待度

国際協力・国際公約との関係

国際宇宙探査の動向

若手研究者育成への貢献

民間企業との連携をはじめ産業競争力用宇宙開発利用への貢献

前頁の「プログラム化の考え方の一例」を参考に、「プログラム化」に関し、以下
の点についてどのように考えるか？


